
午
前
六
時
か
ら
機
庫
前
で
行

わ
れ
た
第
３
部
の
出
初
式
に
は

倉
掛
夏
目
の
自
治
連
合
会
役
員

を
は
じ
め
、
井
原
分
団
関
係
者

や
Ｏ
Ｂ
ら
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
本
年
度
の
第
３
部
を

率
い
る
川
相
謙
治
部
長
は
「
住

民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、

団
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
来
賓
の

妹
尾
一
成
倉
掛
自
治
連
合
会
長

が
「
本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
消
防
団
の
皆
様
に
は

日
頃
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
年
も
地
域
防

災
に
ご
尽
力
頂
き
た
い
」
と
団

員
を
激
励
し
た
。

午
前
七
時
か
ら
は
井
原
小
学

校
体
育
館
で
井
原
分
団
の
式
典

が
行
わ
れ
、
就
任
三
年
目
の
松

井
分
団
長
が
「
地
域
の
信
頼
に

応
え
る
地
道
な
努
力
こ
そ
大

切
」
な
ど
と
訓
辞
し
た
。

市
団
の
式
典
終
了
後
、
倉
掛

か
ら
向
町
に
至
る
防
火
パ
レ
ー

ド
に
は
、
婦
人
会
役
員
や
少
年

団
関
係
者
多
数
が
参
加
し
た
。

小
田
川
河
川
敷
で
は
事
前
に

用
意
さ
れ
た
仮
設
小
屋
に
火
を

放
ち
、
ラ
ッ
パ
の
合
図
と
共
に

実
戦
さ
な
が
ら
の
消
火
訓
練
を

実
施
。
最
後
に
鮮
や
か
な
五
色

の
一
斉
放
水
を
披
露
す
る
と
見

物
人
か
ら
拍
手
や
歓
声
が
沸
き

起
こ
っ
た
。

消
防
技
術
の
向
上
を
図
ろ
う

と
平
成
十
九
年
井
原
分
団
消
防

操
法
訓
練
大
会
が
二
月
四
日
、

井
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

か
れ
た
。

出
初
め
以
後
二
週
間
、
連
日

訓
練
を
重
ね
た
第
３
部
は
小
型

動
力
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
。
１

班
＝
写
真
右
＝
が
持
ち
前
の
機

動
力
を
発
揮
し
、
素
早
い
ホ
ー

ス
延
長
と
撤
収
、
規
律
の
正
し

さ
で
高
得
点
を
挙
げ
二
年
連
続

優
勝
を
飾
っ
た
。
２
班
は
二
人

が
大
会
初
出
場
だ
っ
た
も
の

の
、
落
ち
着
い
た
操
法
を
見
せ

今
後
に
期
待
を
抱
か
せ
た
。

３
部
の
川
相
謙
治
部
長
は
、

「
全
員
よ
く
や
り
ま
し
た
。
操

法
は
チ
ー
ム
の
連
携
が
重
要
。

団
員
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き

事
柄
も
身
に
つ
き
ま
す
」
と
述

べ
て
い
る
。
第
３
部
の
出
場
選

手
は
次
の
と
お
り
。

《
１
班
》

指
揮
者

三
宅

一
正

１
番
員

西
山

喬
士

２
番
員

瀬
川

隆
治

３
番
員

長
尾

央
司

《
２
班
》

指
揮
者

田
中

利
樹

１
番
員

吉
岡

公
希

２
番
員

笠
原

慶
一

３
番
員

松
本

大

◇

◇

井
原
分
団
本
部
は
三
月
十
一

日
に
行
わ
れ
る
市
団
消
防
操
法

訓
練
大
会
（
小
型
動
力
ポ
ン
プ

の
部
）
の
選
手
に
、
第
３
部
か

ら
三
宅
一
正
さ
ん
と
瀬
川
隆
治

さ
ん
の
起
用
を
決
定
し
た
。

平
成
十
八
年
の
倉
掛
公
民
館

利
用
が
、
前
年
と
比
較
し
て
約

三
割
増
加
し
て
い
る
。
申
込
窓

倉
掛
自
治
連
合
会
が
こ
の
ほ

ど
平
成
十
八
年
度
の
決
算
見
通

し
を
明
ら
か
に
し
た
。

倉
橋
一
郎
会
計
に
よ
る
と
本

年
度
は
一
般
会
費
が
２
世
帯
分

減
少
し
た
も
の
の
、
事
業
所
会

費
が
伸
び
た
こ
と
か
ら
総
収
入

は
微
増
と
な
っ
た
。

一
方
、
支
出
は
防
犯
灯
の
器

具
修
理
費
や
災
害
等
に
よ
る
出

費
が
無
く
、
次
年
度
繰
越
金
は

増
加
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

倉
掛
公
民
館
の
光
熱
費
を
賄

っ
て
い
る
福
祉
協
議
会
の
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
「
寄
付
金
等

の
お
陰
で
収
支
が
安
定
し
て
お

り
有
り
難
い
」
と
、
財
政
状
況

を
説
明
し
て
い
る
。

口
を
担
当
し
て
い
る
井
上
勝
史

さ
ん
（
勝
栄
自
動
車
）
の
集
計

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

開
設
し
た
平
成
十
七
年
こ
そ

自
治
会
関
係
者
の
会
議
利
用
が

目
立
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は

場
所
も
良
く
手
軽
に
利
用
で
き

る
こ
と
な
ど
か
ら
各
種
団
体
を

は
じ
め
、
一
般
会
員
が
生
け
花

や
俳
句
な
ど
、
趣
味
の
集
い
に

使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
あ
す
は
の
会
員
ら
は
「
今
や

公
民
館
無
し
の
住
民
活
動
は
考

え
ら
れ
な
い
」
と
話
し
て
い

る
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／妹尾一成

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

新
春
を
祝
う
井
原
市
消
防
出
初
式
が
一
月
二
十
一
日
に
寒
風
を
突

い
て
行
わ
れ
、
地
元
第
３
部
も
早
朝
か
ら
各
式
典
や
行
事
に
参
加
、

放
水
訓
練
な
ど
を
披
露
し
て
一
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

部 長 川相 謙治（倉掛）
副部長 豊池 秀之（倉掛）
副部長 平川 貴章（夏目）
会 計 今井 豊（倉掛）
会 計 長尾 央司（倉掛）
消防班長 竹内 誠（夏目）
厚生班長 笠原 慶一（倉掛）
機械班長 山岡 正和（倉掛）
水源班長 三宅 一正（倉掛）
組 長 瀬川 隆治（倉掛）
団 員 田中 秀治（倉掛）
団 員 西山 喬士（夏目）
団 員 渡邉 光晴（倉掛）
団 員 松本 大（夏目）
団 員 吉岡 公希（倉掛）
団 員 川相 智正（夏目）
団 員 梶井 克也（夏目）
団 員 田中 利樹（倉掛）
団 員 沼 辰徳（夏目）
団 員 東森 裕之（夏目）

出
初
式

第３部が連覇
井原分団消防操法訓練大会

住
民
ら
多
目
的
に
活
用

倉掛公民館

自

治

連
合
会

第３部団員名簿



郷
社
足
次
山
神
社
境

内
で
二
月
四
日
、
倉
掛

少
年
団
主
催
の
三
世
代

交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
が
行
わ
れ
、
サ
ロ
ン

あ
す
は
の
会
員
ら
約
四

十
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
交
流
行
事
は
平
成
十
四

年
の
餅
つ
き
集
会
に
始
ま
り
、

十
七
年
か
ら
一
度
に
全
員
が
プ

レ
ー
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
実
施
し
て
い
る
。

競
技
上
の
注
意
を
ベ
テ
ラ
ン

の
倉
掛
３
組
岡
本
哲
二
さ
ん
か

ら
聞
き
、
午
前
十
時
よ
り
８
ホ

ー
ル
に
分
か
れ
て
同
時
ス
タ
ー

ト
。
い
き
な
り
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
出
し
て
大
喜
び
す
る
団
員

が
い
る
一
方
で
、
石
灯
籠
な
ど

境
内
な
ら
で
は
の
障
害
物
に
手

を
焼
く
育
成
会
役
員
も
。

熱
戦
の
結
果
、
少
年
団
の
部

は
五
年
浅
井
智
成
君
が
二
年
連

続
優
勝
を
飾
っ
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
で
二
月
四

日
、
平
成
十
九
年
の
厄
除
け
祈

願
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
市
内
外

か
ら
厄
年
の
人
や
家
族
ら
が
訪

れ
た
。

大
山
宮
司
に
よ
る
御
祓
い
は

午
前
十
時
か
ら
拝
殿
で
始
ま

り
、
参
拝
者
は
深
々
と
頭
を
下

げ
無
病
息
災
を
祈
っ
た
。

実
家
か
ら
祈
願
を
頼
ま
れ
た

と
い
う
五
十
代
の
女
性
は
「
父

親
が
昨
年
病
気
で
倒
れ
ま
し

た
。
母
親
に
は
元
気
で
い
て
も

ら
わ
ね
ば
」
と
、
木
札
を
大
切

そ
う
に
受
け
取
っ
て
い
た
。

こ
こ
数
年
、
役
員
選
出
で
難

航
し
て
い
た
倉
掛
婦
人
会
の
次

年
度
役
員
五
人
が
、
今
年
は

早
々
と
内
定
し
た
。

昨
年
十
二
月
、
同
会
は
臨
時

総
会
を
開
い
て
選
出
方
法
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。
そ
の
際
、

河
合
典
子
支
部
長
ら
が
「
倉
掛

を
地
区
割
り
し
て
各
組
順
番
で

支
部
役
員
に
な
っ
て
も
ら
え
ば

ス
ム
ー
ズ
な
人
事
に
つ
な
が
る

の
で
は
」
と
提
案
。
会
員
が
一

人
し
か
い
な
い
組
な
ど
も
あ
っ

て
意
見
は
分
か
れ
た
が
結
局
、

組
長
も
役
員
探
し
に
協
力
す
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
た
。

関
係
者
は
「
婦
人
会
支
部
役

員
も
二
巡
目
へ
入
っ
た
こ
と
の

認
識
が
地
区
全
体
に
広
ま
っ
た

よ
う
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

新
役
員
五
人
の
公
表
は
三
月
下

旬
の
予
定
。
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2/25 全国健康マラソン井原大会
3/ 4 倉掛少年団入退団式

午前９時00分～倉掛公民館
3/ 4 井原分団第３部試運転日
3/ 7 サロンあすは絵手紙教室
3/10 資源の日・古紙古着等回収

午前７時30分～９時
3/10 自治連合会防犯パトロール
3/11 経ケ丸山頂ファミリーマラソン
3/11 井原市消防操法訓練大会

リフレッシュ公園
3/24 倉掛自治会18年度決算総会

午後７時～ 倉掛公民館
3/30 県議会議員選挙告示
4/ 1 井原分団第３部試運転日
4/ 2 郷社清掃 午前８時～
4/ 4 郷社まつり
4/ 4 倉掛少年団・郷社境内清掃
4/ 7 倉掛自治会19年度予算総会

午後７時～ 倉掛公民館
4/ 8 県議会議員選挙投票日

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■着物リメイク教室

古い着物を洋服などにリニューアルする手芸

教室が今年から倉掛公民館で始まっている。

毎月第２・第４木曜日 13:00～16:00

窓口は18-2組藤井純子さん（62-2592）

■はっぴいひろば・とまとさん家(ち)

福祉と地域のつながり強化を目的に人々が自

由に集える“はっぴいひろば・とまとさん家

(ち)”を井原図書館前の旧トマト銀行跡へ開

設することになった。介護予防の拠点を考え

る会の代表は倉掛１組の川相肇さん。

■郷社足次山神社清掃

郷社まつり二日前の４月２日（月）午前８時

から、足次山神社境内の氏子清掃が行われ

る。神社総代らは「平日で恐縮ですが宜しく

お願い致します」と協力を求めている。

少
年
団
は
浅
井
君
Ｖ
２

こ
こ
は
井
原
駅
前
通
り
。
耳
を

澄
ま
せ
ば
、
ザ
ー
ザ
ー
、
コ
ッ
ト

ン
コ
ッ
ト
ン
…
。

音
の
正
体
は
倉
掛
15

－

２
組
・

江
草
武
司
さ
ん
宅
の
庭
で
回
っ
て

い
る
直
径
約
１
ｍ
の
水
車
。
石
う

す
に
１
升
２
合
の
玄
米
を
入
れ
、

三
十
五
〜
四
十
時
間
か
け
て
精
米

す
る
本
格
的
な
代
物
だ
。

江
草
さ
ん
が
水
車
を
作
っ
た
の

は
今
か
ら
約
十
五
年
前
。
芳
井
町

に
あ
っ
た
ミ
ニ
水
車
を
再
現
し
よ

う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

完
成
に
は
三
ヶ
月
を
要
し
た
と
い

う
。
横
の
精
米
室
で
は
木
製
カ
ム

水 車 の 音 色

郷社で厄除け祈願祭

無病息災祈る

三

世

代

交

流

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大山秀憲宮司から御祓いを受ける厄年の
人たち＝足次山神社拝殿

《 上 位 成 績 》

●少年団の部

１位 浅井 智成 ５４

２位 小川 晃平 ５８

３位 吉川 直輝 ６１

３位 神崎 玖典 ６１

●育成会の部

１位 岡藤 良二 ４２

２位 小川 泰之 ４５

３位 吉川理津子 ４７

●サロンの部

１位 田原耕太郎 ４３

２位 岡本 哲二 ４８

２位 大坪 正広 ４８

次
年
度
の
５
人
内
定

倉掛婦人会

「コットン…コットン…」

１升２合をゆっくり精米

を
巧
み
に
利
用
し
た
杵

が
上
下
動
を
繰
り
返
し

て
い
る
。

こ
の
旧
来
方
式
な
ら

ば
摩
擦
熱
に
よ
る
デ
ン

プ
ン
の
変
質
は
な
い
。

米
本
来
の
粘
り
や
う
ま

味
が
保
た
れ
、
胚
芽
も

た
く
さ
ん
残
り
栄
養
価

は
高
い
。
近
年
、
水
車

米
が
評
判
な
の
は
そ
の

理
由
に
よ
る
。

「
無
論
、
我
が
家
の

ご
飯
は
こ
の
水
車
で
精

米
し
た
も
の
で
す
」
と

笑
顔
で
話
す
江
草
さ
ん
で
し
た
。

（
倉
掛
新
聞
編
集
委
員
会
）

倉掛15－2組 江草武司さん宅


